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大澤朗先生によるCFAI特別セミナーを実施しました。

令和7年2月7日（金）CFAI特別セミナーを開催し、神戸大学名誉教授（東北大学客員教授）の大澤朗
先生にご講演いただきました。大澤先生は、これまで大学院講義やCFAIが推進する研究拠点形成事
業を通じて、活発な教育・研究交流を行ってこられました。特に、食品の腸内細菌を介した生理機能を
評価可能な「ヒト腸内細菌叢モデル（KUHIMM）」は、その操作性と再現性の高さから注目されており、
動物実験に代わるツールとして期待されています。現在、動物食品機能学分野では、大澤先生との
共同研究のもと、「家畜腸内細菌叢モデル」の発展的開発が進められています。
本講演では、「個々人最適食物繊維検索システムの構築」をテーマに、嫌気培養評価系 My Dietary
Fiber Finding System (MyDFFS) の開発と社会実装に向けた取り組みが紹介されました。近年、腸内
細菌が難消化性食物繊維を代謝して産生する短鎖脂肪酸が健康維持に寄与することが明らかになり、
適切な食物繊維の選択が求められていますが、個人差が大きいことが問題でした。そこで、MyDFFS
を用いることで、各個人の糞便細菌による短鎖脂肪酸の産生能力を評価し、最適な食物繊維を特定
できる可能性を示されました。また、細菌培養を基盤とすることで、DNA配列解析による細菌分類では
評価が困難な、腸内細菌による食物繊維の潜在的分解・代謝能力を把握できることも強調されました。
MyDFFSは基礎研究にとどまらず、実装化に向けた取り組みが大澤先生主導のもと精力的に展開さ
れており、健康寿命のボトムアップに貢献することが大いに期待されます。講演後には多くの質問が
寄せられ、参加者の関心の高さがうかがえました。
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